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田母神論文の骨子


＊戦前中国大陸や朝鮮半島に対する駐留は、条約に基づいたもの。侵略ではない。


＊朝鮮も満州も、日本の統治によって豊かになり、人口も急増した。善政の証。


＊日本は蒋介石の策略で、日中戦争に引きずり込まれた被害者だ。 


＊日米戦争も、米国によって慎重に仕掛けられたわなであった。米国もコミンテルン（共産主義）に動かされていた。


＊植民地争奪は先進国すべてがやっていた。日本だけが悪いのではない。


＊日本軍の軍紀が厳正だったことは多くの外国人の証言にもある。


＊わが国が侵略国家だったというのは正にぬれぎぬだ。


＊自衛隊は領域の警備もできない。集団的自衛権も行使できない。攻撃的兵器を持てない。がんじがらめの状態だ。





ました。また、当会結成の呼びかけ人として、また会長、副会長として先頭に立って奮闘して来られた伊藤卓司さんと相沢正義さんから、健康





アフガニスタンで殺害された伊藤和也さんを偲ぶ　写真展。　～11/24掛川市役所　


伊藤和也さんのご両親が「故人の遺志を受けアフガニスタンの平和復興に役立てたい」と基金を設立。


基金の口座　静岡銀行掛川支店　


普通　0840055「伊藤和也菜の花基金の会」














懸賞の主催はホテル業の「アパ」。代表の本谷外志雄氏は、歴史観は田母神氏と共通。「航空自衛隊小松基地友の会」会長。タカ派国会議員や右派言論人と積極的に接触を持つ人物。　審査委員長の渡部昇一氏は、右派教授として有名。


組織ぐるみで取り組む


今回の論文では、　　


応募総数　　　　　二三五人


うち航空自衛隊員　　九四人


うち小松基地所属　　六二人


小松基地（第六航空団）が突出しているのはなぜか。田母神氏は同基地の指令（一九九八年七月～一九九九年一二月）以来、本谷氏とは旧知の仲。


小松基地では、幹部教育の一環として懸賞論文と同じ課題で書かせていま











アメリカ・オバマ大統領


これほど期待され歓迎された大統領は少ないでしょう。アメリカ国民がブッシュ･ノー（戦争と経済）を突きつけた結果です。


産軍一体の軍国主義と、根強い人種差別を、どう乗り越えるか。


一方、ブッシュ政権にひたすら従ってきた日本政府の責任も問われます。インド洋給油を、やめるべし！





わが窮状　　　　沢田研二　熱唱


　麗しの国　日本に生まれ　


誇りも感じているが


忌まわしい時代に　遡るのは


賢明じゃない


英霊の涙に変えて　授かった宝だ


この窮状救うために　声なき声よ集え


わが窮状守りきれたら　残す未来 輝くよ


麗しの国　日本の核が　


歯車を狂わせたんだ


老いたるは　無力を気骨に変えて　


礎石となろうぜ


諦めは　取り返せない過ちを招くだけ


この窮状救いたいよ　


声を集め　歌おう


わが窮状 守れないなら　


真の平和　ありえない


この窮状救えるのは　静かに通る言葉


わが窮状　守りきりたい


許し合い信じよう


詞　沢田研二　曲　大野克夫


� HYPERLINK "http://jp.youtube.com/watch?v=qla97qdg7G0&feature=related" ��http://jp.youtube.com/watch?v=qla97qdg7G0&feature=related�　　動画
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悪いこと したら


いさぎよく謝っとけヨ。　


そうせんと、


孫子の代まで恨みを残すからナ。





田母神氏の言動を擁護する国防族議員などの役割も見逃せません。まだまだ幕引きさせるわけに行きません。


防衛大学も含めて、自衛隊の教育体制も厳格に再点検する必要があります。





文民統制は当り前！


田母神氏は今回の更迭について、「言論の自由を侵すもの」「日本は良い国だと書いたら解任された」と言っている。在任中、各基地で持論を講義、「自衛隊員が積極的に国民に働きかけよ」とも言っています。軍部が政府に公然と


盾ついたらどうなるでしょう。クー


デターです。「愚直なまでに政府に


従う（統合幕僚長）」のが当然です。











した。組織ぐるみで右翼民間人の懸賞に取り組んでいたのです。


侵略って何？


田母神氏は「日本が侵略国家だったとはぬれぎぬだ」と主張しています。　では、侵略とは何か？


「他国に侵入して領土や財物を奪うこと（広辞苑）」です。


どのような理屈をつけようとも、日本が中国･朝鮮･東南アジアで多くの人を殺傷し、資源を略奪したことを正当化することはできません。過去の過ちを、率直に詫びるのは、子供でも分かる【人の道】です。これは自虐的なことなどではなく、潔いことであり、 そこから堂々とした新しい国際関係を歩むことができるのではないでしょうか。











　六月三日二俣公民館で開かれた


金子勝氏の講演会は、大集会室超


満員（中日新聞報道では百五十人）の大盛況でした。旧磐田、浜松、


浜北、細江、水窪、春野からも四


十人ほどが参加して下さった模様。また、会場で、お二人が『会』に


加入して下さいました。


　憲法制定六十周年と、『国民投


票法』制定が重なり、国民の関心


が非常に高いことが伺えます。


　　講演時間割についての細かい


打ち合わせが不十分であったため、せっかくの講演が途中で終


わってしまい、この点事務局か


ら深くお詫びします。


　（講演要旨など二面　に掲載）








第七回総会


会長バトンタッチ


鈴木忠美さんに


　講演のあと、第七回総会が開かれました。（出席二十一人）


総会には中谷 多加二県議、野尻護市議、袴田幸郎区長からメッセージを頂きました。


　経過報告、活動計画、決算予算は提案どおり承認されました。 スタッフに、Ｓさん（二四才）が加わり
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天竜平和を守る会（９条の会）ニュースＮo.46　2008年11月　会長 鈴木忠美053-925-4396　事務局　米山053-926-1463　


Email：� HYPERLINK "mailto:peaceten@vmail.plala.or.jp" ��peaceten@vmail.plala.or.jp�　　�HYPERLINK http://tenryuheiwa.sakura.ne.jp ��http://tenryuheiwa.sakura.ne.jp�『天竜平和』でも開きます


　








民間の懸賞論文に航空幕僚長が応募し最優秀賞をとった。政府見解に反するとして更迭されましたが……


軍部クーデターに通ずる 田母神論文


これを支えた政治的風潮--改憲、靖国--











